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第４回目

S.Ashina＊ ＊＊＊＊倫理学特講

＜前々回・前回＞現代宗教学の諸前提と宗教現象のモデル化、宗教概念（意味の問い）

・現代宗教学の前提（現代宗教学の科学性）

「仮説と検証 ：仮説 → データ収集 → 記述・整理 → 分析・理論化」

→ 検証・仮説の修正

・仮説１＝宗教現象のモデル化（多様な現象へのアプローチするための仮説的モデル）

・４次元モデル：構造／プロセス／レベル／深度

・宗教現象の基本構造（ Ｓ－Ｍ－Ｏ」モデル）「

「ＳはＭにおいて／Ｍを通してＯを信じる」

・仮説２：宗教の概念規定（どこからどこまでが宗教か？ データの範囲の確定）

・人間は意味に固執する、人間らしく生きうる世界としての意味世界

人間に生物学的条件（不完全な動物としての人間）

意味世界の構築による人間らしさ

知識社会学：外在化／客体化／内在化

意味世界の恣意性と無根拠

・意味世界の正当化としての宗教（なぜに答える、生に意味を与える）

限界状況に直面しても

・宗教概念：広義（意味根拠としての宗教→人間は本質的に宗教的である

すべての人間は宗教的であり得る）

狭義（制度化された既成宗教→制度的宗教は特定の人間のみの関心

事である。意味根拠の象徴化）

・ルターの神概念：人間が全心をおくもの

神：偶像／真の神

４ 宗教現象と信仰論

（１）宗教現象学

１．宗教現象学 → 聖なるものの現象学

現象の記述（判断停止・エポケー 、類型化、基本構造・基本要素の分析）

価値判断を一端括弧に入れて、現象を記述する。

２ 「Ｓ→ （信仰）． 」

３ 「信仰の現象学」 既知→未知、理想化、概念化（究極的関心）．

（２）信仰の現象学と究極的関心

４．キリスト教信仰の典型：

「心を尽くし、精神を尽くし、思いを尽くし、力を尽くして、あなたの神である主を愛

しなさい （マルコ )」 12:30
５．心・精神・思い・力 → 精神機能の中心（統合機能 ・情・知・意→全人格的現象）

→ 「関心 （人間であることに内在する基本構造）」

)信仰を知情意のいずれかに還元することは適当ではない1
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)比較宗教学： 全生活・全生涯、生の形態において諸宗教を比較すること2
６ 「……を尽くして」 → 全体性・絶対性 →「究極性」．

日常的コミットメント → 宗教的コミットメント（相対的、部分的、予備的）

極限値（質的飛躍）

７ 「あなたの神である主」 → 信仰対象と自己同一性との相関．

信仰対象：様々な行為の最終的な目的

「結局何のためか」

予備的関心事cf:
自己同一性：様々な行為を統合する主体

「結局わたしは何者か」

役割（ペルソナ）cf:
８行為説明の二つの方向（目的の方向／主体の方向）の相関性.

自己同一性の説明と「神」との結びつき

９宗教は日常性の無限の延長線上にある（極限値）.
自己同一性の問いがぎりぎり問題化する地点（限界状況）で、もっと鮮明にな

る

．まとめ：10
信仰は、人間の人格全体において行われる究極的関心であり、信仰者の自己同一性

を規定しているものである。

．聖書の宗教と日本の宗教伝統の比較（日本の宗教伝統の問題性）11
狭義の宗教と世俗との区別の曖昧さ → 宗教理解が歪む、宗教への無理解
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